
立
花
山
と
若
杉
山

　『
糟
屋
郡
志
』は
山
岳
の
項
を
も
う

け
、
本
郡
を
代
表
す
る
山
と
し
て
立

花
山（
海
抜
３
６
７
ｍ
）と
若
杉
山

（
海
抜
６
７
８
ｍ
）を
挙
げ
て
い
ま
す
。

以
下
、同
書
に
よ
る
と
―
―

　
立
花
山
は
古
く
二
神
山
と
言
い
、

七
つ
の
峰
が
あ
る
。
そ
の
名
は
井
楼

山・
松
尾・
白
岳・
大
ツ
ブ
ラ・
小
ツ
ブ

ラ・
大
一
足・
小
一
足
で
あ
る
。
井
楼

は
戦
の
際
の
物
見
や
ぐ
ら
の
こ
と
で

す
。

　
立
花
口
独と

っ

鈷こ

寺
に
伝
教
大
師
の
杖

か
ら
生
長
し
た
と
い
う
樒

し
き
み

一
株
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
立
花
山
の
名
が
起

こ
っ
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
立
花

口
村
は
現
在
は
新
宮
町
の
内
。

  

若
杉
山
は
東
南
が
須
恵
村（
現
在
の

須
恵
町
）、
西
北
が
勢せ

門と

村（
現
在
の

篠
栗
町
の
一
部
）で
、勢
門
村
若
杉
か

ら
頂
上
へ
は
一
里（
約
４
キ
ロ
）、
佐

谷
の
観
音
谷
か
ら
は
一
八
町
、
上
須

恵
の
皿
山
か
ら
は
二
五
町
と
し
て
い

ま
す
。
一
町
は
お
よ
そ
１
０
９
ｍ
で

す
。

　
竈か

ま

門ど

山
に
連
続
し
て
い
る
け
れ
ど

も
若
杉
山
は
別
の
山
で
、
竈
門
山
と

の
間
の
中
断
す
る
と
こ
ろ
を「
ソ
ウ

ケ
越
」と
言
う
と
し
て
い
ま
す
が
、今

の「
シ
ョ
ウ
ケ
越
え
」の
こ
と
で
す
。

「
～
越
え
」は
現
在
の
言
い
方
で
は
峠

に
当
た
り
ま
す
。

　
若
杉
を
唱う

た

っ
た
古
歌
と
し
て「
堀

川
院
次
郎
百
首
」（
１
１
１
６
年
成

立
）の
次
の
歌
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

堀
川
院
は
平
安
時
代
後
期
の
堀
川
天

皇
の
こ
と
。

 

「
聞
く
に
さ
へ

　
　
涼
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
若
杉
の

　
も
り
の
木こ

末ぬ
れ

の

　
　
秋
の
し
ら
へ
に
」

　
若
杉
の
森
の
梢
の
こ
す
れ
合
う
音

を
聞
く
だ
け
で
、
秋
の
涼
し
さ
が
身

に
し
み
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
合
の
秋
は
旧
暦

の
７
月
～
９
月
。

　
源

み
な
も
と
の
あ
き
な
か

顕
仲
の
歌
。

　
若
杉
山
の
名
の
起
こ
り
に
つ
い
て

は
、
神
功
皇
后
が
香
椎
宮
の
杉（
神

木・
綾
杉
）を
分
け
植
え
た
こ
と
か
ら

分わ
け

杉す
ぎ

と
言
っ
た
の
が
、
後
に
若
杉
と

変
わ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
説
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
神
功
皇
后
説
話
の
一

種
で
す
。

  
若
杉
山
と
立
花
山
が
向
か
い
合
っ

て
い
る
こ
と
、
若
杉
山
は
杉・
檜
、
立

花
山
は
樟

く
す
の
きが

茂
っ
て
い
る
こ
と
、
若

杉
山
は
山
頂
に
太
祖
宮
を
祭
り
、
立

花
山
は
古
城
の
址あ

と

で
あ
る
こ
と
な
ど

を
比
較
し
て
、糟
屋
郡
の
山
岳
の「
双

美
」（
並
び
立
つ
美
）と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
山
岳
と
し
て
宇
美・

須
恵
方
面
で
は
、
突と

巾き
ん

山（
糟
屋
郡・

筑
紫
郡・
嘉
穂
郡
の
境
で
あ
る
こ
と

か
ら
三
郡
山
と
も
言
う
）・
砥
石
山・

鬼
杉
山・
四
王
寺
山（
別
名
大
野
山・

大お
お

城き

山
）・
井
野
山（
宇
美
町
井
野
と

筑
紫
郡
乙
金
の
間
の
峠
を
岩
コ
ロ
ビ

ヲ
越
え
、
ま
た
は
日
守
峠
と
言
う
）・

高
鳥
居
山（
別
名
竹た

け

城じ
ょ
う

山
。
篠
栗
と

須
恵
を
結
ぶ
近
道
の
峠
を
切き

り

通と
お
し

越

187

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

大
正
13
年
刊
行
の『
糟
屋
郡
志
』を
読
む（
5
）

�

―
若
杉
山
と
財
産
組
合
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え
と
言
う
）を
挙
げ
て
い
ま
す
。

箱
崎
町
外
十
ヶ
町
村

財
産
組
合

　
若
杉
山
に
関
連
し
て
興
味
深
い

も
の
が「
箱
崎
町
外
十
ヶ
町
村
財
産

組
合
」で
す
。
ほ
か
に「
箱
崎
町
外

十
八
ヶ
町
村
財
産
組
合
」も
あ
り
ま

す
が
、こ
ち
ら
は
表
糟
屋（
糟
屋
郡
北

部
）と
裏
糟
屋（
糟
屋
郡
南
部
）の
双

方
を
含
み
、「
十
ヶ
町
村
」の
方
は
箱

崎
町
の
ほ
か
、
志
免
村・
宇
美
町・
須

恵
村・
仲
原
村・
大
川
村・
勢
門
村・
篠

栗
村・
久
原
村・
山
田
村・
多
々
良
村

の
一
〇
ヶ
町
村
で
す
。
箱
崎・
多
々

良
は
福
岡
市
東
区
の
内
、仲
原・大
川

が
粕
屋
町
、
勢
門・
篠
栗
が
篠
栗
町
、

久
原・山
田
が
久
山
町
で
す
。

　
組
合
設
立
の
由
来
に
つ
い
て
は
――

　
明
治
９
年（
１
８
７
６
年
）地
租
改

正
の
際
、
山
林
一
三
六
町
歩
を
表
糟

屋
郡
四
八
ヶ
村
の
共
有
と
し
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
篠
栗
村

の
内
で
、
蛇
谷・
萱か

や

ヶが

倉く
ら・
冷
水・
米

山・
谷
口
の
五
ヶ
所
。
当
初
は
国
崎

三
平・
箱
田
重
六・
黒
瀬
円
吉
の
三
人

が
代
表
し
て
事
務
を
処
理
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
14
年（
１
８
８
１
年
）

に
南
部
町
村
連
合
会
の
管
理
に
移
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
緯
が
あ
り
ま

し
た
が
、
明
治
22
年（
１
８
８
９
年
）

の
町
村
制
施
行
を
受
け
、
明
治
25
年

（
１
８
９
２
年
）に
財
産
組
合
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
組
合
町
村
内
の
住
民
に
風
水
害
や

火
災
の
被
害
が
生
じ
た
時
に
は
、
山

林
の
収
入
か
ら「
相
当
の
給
与
」を
し

ま
し
た
。
見
舞
金
に
相
当
す
る
も
の

で
し
ょ
う
。
こ
の
し
く
み
は
明
治
13

年（
１
８
８
０
年
）に
は
す
で
に
規
定

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
基
本
財
産
や
奨
学
基

本
金
と
し
て
各
町
村
に
分
配
す
る
な

ど
、
相
互
扶
助
や
地
域
振
興
の
財
源

と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
収
入
は
樹

木
の
伐
採
の
売
却
分
で
、
跡
地
に
は

植
林
す
る
し
く
み
で
し
た
。
篠
栗
村

の
蛇
谷・
萱
ヶ
倉
の
基
本
林
は
天
明

８
年（
１
７
８
８
年
）以
来
の
植
林
で

樹
種
は
ス
ギ・
ヒ
ノ
キ・
ケ
ヤ
キ・
ト

ガ・マ
ツ
で
し
た
。

公
共
の
事
業

　
明
治
11
年（
１
８
７
８
年
）、
杉
数

百
本
を
伐
採
し
て
、
そ
の
収
益
で
箱

崎
村
の
協
同
学
校
を
建
設
。
こ
れ
が

共
有
山
林
の
伐
木
に
よ
る
公
共
事
業

の
始
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
次
い
で
明
治
13
年（
１
８
８
０
年
）、

宮き
ゅ
う

城じ
ょ
う（
東
京
の
皇
居
）造
営
に
杉
材

を
献
納
し
て
銀
杯
を
下
賜
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
東
京
の
旧
藩
主 

黒
田
侯

爵
家（
赤
坂
溜
池
の
旧
福
岡
藩
中
屋

敷
）の
建
築
に
も
用
材
を
寄
付
、
さ

ら
に
は
糟
屋
郡
公
会
堂
の
建
築
費
に

６
０
３
０
円
、県
社
太
祖
神
社（
若
杉

山
頂
）造
営
費
に
１
０
０
０
円
、篠
栗

村
の
郡
道
改
修
に
１
７
０
０
円
、
福

岡
県
山
林
会
に
３
０
０
円
を
寄
付
し

て
い
ま
す
。

　
篠
栗
村
字
山
王
、
県
道
添
い
に
共

有
山
林
の
由
来
碑
、
ま
た
功
労
記

念
碑
と
し
て
黒
瀬
円
吉
碑
、
藤と

う

金
作

碑
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
藤
金
作

（
１
８
４
４
年
～
１
９
３
２
年
）は
篠

栗
村
の
生
ま
れ
。
若
く
し
て
旧
藩
時

代
の
数
ヶ
村
の
庄
屋
を
歴
任
し
、
明

治
以
後
は
県
会
議
員・
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
人
。
糟
屋
郡
を
代
表
す
る

政
治
家
で
す
。

　
共
有
山
は
当
初
一
三
六
町
五

反
。
そ
の
後
の
買
収
で
大
正
期
に
は

四
五
一
町
歩
に
増
加
し
ま
し
た
。
杉・

檜
の
伐
採
で
年
々
数
百
円
か
ら
数
千

円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正

期
に
は
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
日
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
海

の
中
道
の
松
林
、
あ
る
い
は
遠
賀
郡

か
ら
糸
島
郡
に
か
け
て
の
玄
界
灘
沿

岸
の
松
林（
箱
崎
の
地
蔵
松
原・
千
代

ノ
松
原
な
ど
）は
、ど
れ
も
福
岡
藩
の

自
然
保
護
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
地

元
住
民
の
植
林
の
努
力
に
よ
っ
た
も

の
で
す
。

　
次
回
は
蛇
谷
以
下
の
共
有
山
の
収

益
が
な
ぜ
糟
屋
郡
南
部
の
町
村
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
を

詳
し
く
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

篠栗町側から若杉山を望む

➡ 若杉山

➡ 岳城山（竹城山）

➡ 米ノ山
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